
講演題目 

科学とイノベーションの同時危機のメカニズムー 

日本沈没を救う方法はあるか？人材育成の観点から 

 

講演要旨 

20 世紀後期に「科学技術立国」として世界を牽引した日本の科学とハイテク産業は、21 世紀

に入って突然凋落を始めた。経済の停滞にとどまらず、原発事故のような社会への大打撃を

招きかねないイノベーションの喪失。いったい何が起きたのか。その原因は企業の基礎研究

軽視のみならず、科学技術イノベーション政策の失敗にあったことを、ベンチャー支援策に成

功した米国との比較から解明する。ついで、科学の発見からイノベーションが生まれる原理を

明らかにし、日本の科学とイノベーション復興に向けた具体的な処方箋を示す。さらに、イノベ

ーション・ソムリエ（科学行政官等）の不在とイノベーター（ベンチャー起業家）の欠如を論じ、

人材育成の観点からイノベーション生態系をどのように再生させるかを提示する。 
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